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小・中・高等学校等の子どもの学びの保障の観点から、
児童生徒が学校や家庭において、学習やアセスメントが
できるよう、文部科学省が開発した CBT システムです。
国や地方自治体等の公的機関等が作成した問題を活用することが可能で、 
「１人１台端末」 を活用した 「デジタルならでは」 の学びを実現します。

事前に次の①から③の準備が必要です（詳細は右の二次元コードよりご確認ください）
①MEXCBTの利用登録済みであること（まず学校の設置者が利用申込をする）
②学習ｅポータルが導入済みであること
③各校でMEXCBTテストの登録作業を行う

▲文部科学省ホームページ
　CBTシステムについて
　（MEXCBT:メクビット）

文部科学省CBTシステム  MEXCBT運用支援サイト →

各学習 eポータルから、「MEXCBTテスト管理｣の
ページに移動し、次の①から⑤の通り問題検索を行うと、
公開中の STEPS 問題が表示され、選択できます。
①「問題の種類から選ぶ｣のタブを選択
②問題の種類で｢独自作成問題｣を選択
③タイトルに｢大阪府｣と入力　
　※または、「教科から選ぶ｣タブで、教科を｢英語」、校種を｢共通｣と
　　入力しても検索できます。
　④検索ボタンをクリック　

⑤使用する問題の左のチェックボックスをクリックして選択

大阪府作成の
　英語教育に関する
他の教材について

※学習ｅポータル上での使用方法は、
　各社の取扱説明書などを参照してください。

大阪府公立小学校英語学習
６カ年プログラム「DREAM」

府内１６の小学校での実践研究で得られた
成果を生かした大阪府発のオリジナル
プログラムです。
児童の発達段階をふまえ、段階的に４技能
（聞く・話す・読む・書く）を育成して
いきます。
英語の４技能をバランスよく身につける
ため、小学校１年生からフォニックス
（英語の綴り字と発音の関係を重視した指導法）
を活用しており、基本となる音のパターン
をひと通り学びます。
６カ年の学びを体系化し、限られた時間
の中での活動に適したオールインワン
DVD化を実現しました。

ユニバーサル・スタジオ・ジャパン（USJ）
と協働し制作した英語DVD教材
｢Have Fun Learning English!」

ユニバーサル・スタジオ・ジャパンを舞台に、さまざまな場面で
英語を話すこと（やりとり）が楽しく学べる英語学習動画です。
外国語（英語）の学習内容としては、小学校５・６年、中学校の
全学年が対象ですが、小学校４年生以下の子どもたちでも楽しみ
ながらご覧いただける内容となっております。
本動画は、USJと大阪府が締結した地域の活性化
に向けた「包括連携協定」の一環として制作され
たものです。
府内の全公立小中学校及び府立支援学校に本動画
を収録したDVDが寄贈されました。
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パソコンや１人１台端末を活用し、生徒の英語による発話を瞬時に
評価し、フィードバックを与える英語スピーキング力測定ツールを
開発することで、府立学校におけるスピーキングテストの実施を
促進しています。
生徒がパソコンや１人１台端末に向かって音読、質問への応答、
意見発表等を行うと、測定ツールが発話内容、発音の正確さ、抑揚等
をもとに評価をし、瞬時に評価結果を生徒に示すことができます。
また、教員が全学習者の評価結果を閲覧することもできます。

「英語スピーキング力測定ツール」


